
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注文品の迅速な手配を  

心がけており、地元著者の

自費出版本など地域ととも

に活動しております。 

興文堂（58-0323） 中島書店（54-3968） 

平田店でのおはなし会、４月

１７日(日)開催です。 

午後２時から約３０分。心あ

たたまる時間をどうぞ。 

神田堂（52-1283） 

『ティータイムに絵本を』 

「いま、大人にすすめる絵本」プロジェクトチーム / 編 メディアパル 

対談者の柳田邦男氏が提言する「絵本は人生で三度読むべきもの」の三度とは、「幼い

時」「親になった時」「人生の後半に差しかかった時」としていますが、何歳でも、大人

こそ絵本を読むことで人生が変わるとして奨めています。対談とともに、絵本７８冊が

美しい表紙と簡潔な文で紹介されていて、新年度に向けて準備したくなる一冊です。 

（神田堂 大塚さん） 

 この面に掲載されている本の紹介は、市内に本店のある４書店にご協力いただいています。 

丸文塩尻書店（52-5515） 

ＮＨＫあさの連続テレビ小説

「とと姉ちゃん」にちなみ「暮ら

しの手帖社」と「創業者・大橋

鎭子」フェアを開催いたしま

す。４/１～５/３１まで。 

えんぱーくから３階渡り廊下

を使って徒歩１分！ 

図書館で気に入った本、店

頭にない本は最短３日でお

取り寄せいたします。 

発行：平成２８年３月１５日 

編集：塩尻市立図書館 

電話：0263-53-3365 

（Book Fan Newsletter ４５号） 

書店員が選んだ  今月のおすすめ本  

『もうぬげない』 

ヨシタケ シンスケ / 作 ブロンズ新社 

服を自分一人で脱ぎたかった男の子。お母さんの手を借りず一生懸命頑張りますが、

どんどん状況は悪化していき…。 

作者のヨシタケシンスケ氏が描くユーモアに思わず笑ってしまいます。男の子の奮闘

する姿や持論が読んでいて楽しくなります。お子様だけでなく、大人が読んでも笑える

絵本としてオススメです。         （興文堂 アイシティ２１店 福田さん） 

『りかさん』 

梨木 香歩 / 作 偕成社 

リカちゃん人形が欲しいとお願いしたようこの元に、おばあちゃんから贈られたのは

黒髪の市松人形、りかさん。人と心を通わすことのできるりかさんとの暖かく、少し不

思議な物語。「人形」を通じて、「人間」と向き合う心地の良い作品です。大人はもちろ

ん、子どもにも読んでほしい一冊です。           （中島書店 本澤さん） 

『すごい家事 人生の「掃除の時間」をグッと縮める』 

松橋 周太呂 / 著 ワニブックス 

テレビ番組「あのニュースで得する人、損する人」に出演中のお笑い芸人、「家事えも

ん」こと松橋周太呂による、「掃除の時間」を縮めるスゴ技テクニックがつまった本です。

家事は上手くなる事より、とっとと終わらせる事！ 掃除術のほか洗濯術、料理術まで

秘訣や考え方を伝えてくれて共感します。常備薬と同じように、一家に一冊用意してお

くと便利です。プレゼントしても決して無駄にならないでしょう。 

（中島書店 木下さん） 



   

  

図書館員が選んだ 

今月のおすすめ 本  

『自分を見つめるもうひとりの自分』 

柳田 邦男 / 著 佼成出版社 

著者がこれまでの７０余年の人生を振り返り、その中から生きる上で支えになった出会いや

考え方などを拾い集めて一冊の本にしました。苦しんでいる人、悲しんでいる人、行き詰まっ

ている人へ向けた３３話。著者撮り下しの雲の写真も収録されています。 

（文学担当 伊藤） 

『高校生レストランの奇跡』 

岸川 政之 / 著 伊勢新聞社 

２０１１年に連続ドラマのモデルにもなった、三重県にある高校生レストラン「まごの店」。

営業日は常に満席・即完売の大盛況！ しかし、設立までにはいろいろな困難があって…。人

口１５，０００人の町の役場に勤務する職員がまちおこしのために取り組んだ奮闘記、ぜひ読

んでみてください！                    （社会科学分野担当 杉山） 

『実例大人の基本手紙書き方大全 メールで使える文例満載２６４！』 

中川 越 / 著 講談社 

あらゆる状況に対応できる基本的な文書マナーを紹介しています。書くタイミング、守るべ

き形式を理解し、シーン別に使っていい言葉と使ってはいけない言葉をおさえることができま

す。表現に気を遣うシチュエーションに使える文例、宛先・宛名の書き方など、知っておきた

い常識が分かります。                     （言語分野担当 太田） 

『岬のマヨイガ（講談社・文学の扉）』 

柏葉 幸子 / 著 さいとう ゆきこ / 絵 講談社 

３・１１をモチーフにしたファンタジー。著者の地元であり被災地でもある岩手の新聞に、

子ども向けに連載したものをまとめた一冊です。登場する妖怪も神様も、震災で傷ついた人々

を心配していることが伝わってきて、手にした岩手の子どもたちは、きっと心強かったと思い

ます。震災から５年、この節目にぜひ手にとってみてください。 （児童文学担当 青山） 

『つまき式親子で楽しむ水族館ガイド』 

つまき / 著 そうえん社 

全国の水族館について、マップやおすすめポイントのほか、親としての心得や楽しみ方のコ

ツなどを動物好きの著者ならではの視点で紹介しています。レジャーの計画の参考にしてみて

はいかがでしょうか。『つまき式 親子で楽しむ動物園ガイド』もあります。親子でハッピー

な休日を過ごしてください。             （子育て応援コーナー担当 平澤） 


